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た
、

活
動
初
期
か

ら
二

〇

〇

九

年
ま
で

ブ

ラ

ジ

ル

の

教
団
か
ら
六

名
の

牧

師
が
経

済
的
支

援
を

受
け
て

順
次

派
遣
さ

れ
て

い

る

こ

と

か
ら、

海

外
宣

教
型
ブ
ラ

ジ
ル

系
教

会
の

特

徴
も
持
っ

て

い

る

と

い

え
る

。

し
か
し、

日

本
の

教
会
活
動
で

も

非
日

系
人
信
者
が
少
な
い

こ

と

が
特
徴
で
、

ブ
ラ

ジ

ル

で

構
築
さ
れ
て

い

た

信
者
ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク
が
彼
ら

の

日
本
で

の

活
動
基

盤
を

成
し
て

い

る

こ

と

が
わ

か
る

。

二

〇
一
一

年
現
在、

八
か
所
の

教
会

と

伝
道
所
を
開
き、

信
者
数
は
自
五
十
人
程
度

。

そ

の

う
ち
約
半
数
が

口

本
で

入
信
し
て
い

る
。

活
動
の

ピ

ー

ク

は
一

九
九

八

年
頃
で

あ
り、

現
在

は

停
滞
し

つ

つ

あ
る

と
み

ら

れ
る
。

　

筆
者
の

調
査
（
二

〇
一
一

年一．一
月
）

で

は
、

リ
ベ

ル

ダ
ー

デ

教

会
で

は

信
者
七一、】
名
の

う
ち
大

卒
・

大
学
院
卒
が
五

七

名
と

学
歴
が

極
め
て

高
い

と
い

う
特
徴
が
あ
る

。

そ

の

う
ち
デ

カ

セ

ギ

経
験
者
は

九

名
で

、

以
前
か

ら
の

信
者
と

し
て

ネ
ッ

ト
ワ

ー

ク

を

維
持
し
つ

つ

帰
国
後
も
教
会
活
動
に

順
応
し
て

い

る
。

【

方、

目

本
で

入
信
し
た
信
者
は
、

帰
国
後
の

ネ
ッ

ト

ワ

ー

ク

の

構
築
に

困
難
を
感
じ
て

い

る
場
合
が
多
い

。

日
本
で

は

デ
カ

セ

ギ
の

間
で

階
層
意
識
が
平
準
化
さ
れ
、

個
々

の

バ

ッ

ク

グ

ラ

ウ
ン

ド
は

問

わ

れ

ず
に

「

家
族
（

同
族）

意
識
」

が
高
ま
る

が、

帰
国
後、

高
学
歴
・

専
門
職
の

多
い

信
者
層
を
前
に

し

て

階
層
差
を

感
じ

、

元
信
者
が

教
会
活

動
か

ら

離
れ
る

場
合
が

散
見
さ
れ

る
。

　

本
研

究
は
、

二

〇
一

〇

年
度
　
天

理
大
学
　
学
術
・

研
究
・

教

育
活
動

助
成
（
研
究

課
題

名
「

宗
教

実
践
の

構
成
と

組
織
化
冖

在
日
ブ

ラ

ジ

ル

人

と

帰
国
ブ
ラ

ジ
ル

人
の

事
例
」）

に

よ

る

研
究
成
果
の
一

部
で

あ
る
。

ハ

ー

レ

ム

の

黒
人
教
会
を

考
え
る

芦
　
名

　
裕

　
子

　
ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

の

ユ

ニ

オ

ン

神
学
校
は
ハ

ー

レ

ム

に

隣
接
し

て

お
り、

芦
名
裕
子
は
一

九
八

七

年
の

訪
問
以

来、

パ

ウ

ル

・

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

（

一

八

八
六
−
一

九
亠

ハ

五
）

が
ハ

ー

レ

ム

の

黒
人
教
会
を
ど

う
考
え
て

い

た

か

疑

問
に

思
っ

て

い

た
が

、

二

〇
一
一

年
の

再
訪
の

際、

実
際
に
ハ

ー

レ

ム

の

黒
人

教

会
を
巡

り、

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

や

ボ
ン

ヘ

ッ

フ

ァ

ー
の

黒
人
教

会
と
の

関
わ
り
を
考
え
る

。

再

訪
ま
で

の

二

十
年
で

、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

は

安
全
な

街
と
な

り、

映
画
の

影

響
で

ゴ

ス

ペ

ル

が
世

界
的
に

認
知
さ
れ
た

。

　
ハ

ー

レ

ム

の

教
会
は
、

公
的
な
場

所
で

正

装
し
て

行
く

。

男
性
は

タ
キ

シ

ー

ド、

女
性
は

派
手
な
帽
子
に

豪

華
な
ス

ー

ツ

で

礼
拝
に

出
席

す
る

。

早
く
か

ら
正

装
で

の

礼

拝
出

席
を
説

か
れ

て

い

た

牧

師
の

植

村
正

久
氏

（
一

入

五
八
ー
一

九
二

五
）

に

つ

い

て

述
べ
、

次
に、

黒

人
と

結
婚

し
た

ラ

フ

カ

デ
ィ

オ
・

ハ

ー

ン

ニ

八

五

〇
ー
一

九

〇
四）

の

状
況
を
論
じ

る
。

　
テ

イ

リ
ッ

ヒ

は
、

ニ

ュ

ー

ヨ

ー

ク

亡
命
の
一

九
三

三

年
に
、

ド
イ

ツ

語

新
聞
社
主
の

案
内

す
る

旅
行
グ

ル

ー

プ

と
一

緒
に
ハ

ー

レ

ム
へ

行
っ

た

と

い

う
記

録
だ

け
で

、

黒
人
教

会
と
の

関
係
は

不
明
で

あ
る

。

彼
は
、

一

九

三
三

年
か

ら
］

九
五
五

年
ま
で

、

ユ

ニ

オ

ン

神
学
校
の

教
員
だ
っ

た
が
、

客

員
講

師
か
ら
の

出
発
で
、

安
泰
し
た

も
の

で

は
な
く、

英

語
か
ら

学
ば

ね
ば

な
ら
な

か
っ

た
。

ハ

ー

ン

が
黒

人
と
の

結

婚
で

職
も
失
っ

た
よ

う

に、

安
易
な
黒
人
教
会
へ

の

発
言
は
職
を
脅
か
す
も
の

だ
っ

た
か
も
し

れ

な
い

。

　
現
在
で

は
、

黒
人
学
生

が

多
く
い

る

ユ

ニ

オ
ン

神
学
校
だ
が、

テ

ィ

リ
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ッ

ヒ

の

時
代
は

ど

う
で

あ
っ

た
の

か
を
、

義
父
で

牧
師
の

芦
名
直
道

2

九
五
〇
ー
一

九
五
ニ

　
ユ

ニ

オ

ン

神
学
校
留
学）

の

ユ

ニ

オ
ン

神

学
校
の

写

真
付
き
名

簿
で

確

認
し
た
と
こ

ろ、

ユ

ニ

オ
ン

神
学
校
の

同
級
生
に

は

黒

人
が

数
人

在
籍
し
て

い

た
。

テ

ィ

リ

ッ

ヒ

が

黒

人
の

学
生
達
と

交
流
が

あ
っ

た
こ

と
は

事
実
で

あ
る

。

　
一

方、

一

九

三

〇

年
か

ら
九
ヶ

月
間、
「

ア

メ

リ

カ

の

教
会
・

神

学
事

情
を
研
究
す
る
」

た

め

に

ユ

ニ

オ

ン

神
学
校
に

留
学
し
た

デ
イ

ー

ト

リ
ッ

ヒ
・

ボ

ン

ヘ

ッ

フ

ァ

ー

（
一

九
〇

六
−
一

九
四

五
）

は

特
筆
す
べ

き
で

あ

る
。

彼
は
、

ハ

ー

レ

ム

の

ア

フ

リ
カ

ン
・

メ

ソ

ジ

ス

ト
・

エ

ピ

ス

コ

パ

ル

教
会
の

共
同
体
か
ら

影
響
を
受
け、

ハ

ー

レ

ム

最
古
の

教
会
で

ゴ

ス

ペ

ル

で

有
名
な
ア

ビ

シ
ニ

ア

ン
・

バ

プ
テ

ィ

ス

ト
教
会
に、

ユ

ニ

オ
ン

神
学

校

の

黒
人
の

友
人

の

案
内
で、

約
六
ヶ

月
間

、

ほ

と

ん

ど

毎
口

曜
日

の

午

後

三

時
半
に

教

会
に

通
い
、

教
会
学
校
に

も

奉
仕
し

た
。

日

曜

学
校
と
教

会

ク

ラ

ブ

の

正

規
の

協
力
者
に

な
っ

た
。

彼
が
里…
人
教
会
へ

の

奉
仕
に

心

底

か

ら

喜
び
を

見
い

出

し、
「

ア

メ

リ
カ

の

滞
在
の

間、
・

私
は
で

き
る

だ

け

時
間
を

費
や
し
て
、

黒
人
問
題
を
あ

ら
ゆ
る

面
か

ら
知
る

こ

と

と
、

こ

の

隠
さ
れ

た

角
度
か
ら
白
人
の

ア

メ

リ

カ

を

観
察
す
る

こ

と

に

努
め

た
」

と

言
い
、

ゴ

ス

ペ

ル

も
お

得
意
の

歌
と

な
っ

た
。

ワ

シ

ン

ト
ン

の

黒
人
総
合

大
学
ハ

ワ

ー

ド
・

カ

レ

ッ

ジ

に

も
行
く

。

こ

の

ハ

ー

レ

ム

で

の

経
験
が、

福
音
の

社

会
的
側
面
に

対
す
る

彼
の

眼
を
開
か
せ

、

神
学

者
か
ら
同
時
代

人

と
し

て

生
き
る
契
機
と
な
っ

た

と

言
わ
れ
て

い

る
。

　

ボ

ン

ヘ

ッ

フ

ァ

ー

は

「

こ

の

よ

う
な
黒

人
た

ち
と
の

個

人
的
な

接
触

は
、

私
の

ア

メ

リ

カ

滞
在
の

間
で

最
も
決

定
的
で

喜
び
に

満
ち
た
出
来
事

の
一

つ

で

あ
っ

た
。

私
は

こ

こ

で

ご

く
簡
単
に

黒
人

教
会
の

特
性
に

つ

い

て

語
る

こ

と

が
で

き
る

が、

何
よ

り
も

先

ず
、

私
は

黒
人

教
会

に
お
い

て
、

福
音
が
語
ら
れ
る

の

を
聞
く
こ

と
が
で

き
た
の

で

あ
る

。

そ

こ

で

本

当
に

福
音
に

つ

い

て

語
ら
れ
る

時、

そ
れ
に

あ
ず
か

ろ

う
と

す
る

空

気
は

最
高
潮
に

達

す
る．。

そ

こ

で

は、

罪
と
恵
み
、

神
へ

の

愛
と

終
わ

り
の

望

み

と

が
、

わ
れ
わ
れ
が

今
ま
で

に

馴
れ
て

い

た

と
は

違
っ

た

形
で

は

あ
る

け
れ

ど
も

、

本
当
に

キ

リ

ス

ト

教

的
に

語
ら

れ、

き
か
れ

る

こ

と

が

で

き

た
」

と

言
う

D

　
テ

ィ

リ

ッ

ヒ

と

ボ

ン

ヘ

ッ

フ

ァ

ー

を
つ

な

ぐ
人
物
は

ラ

イ
ン

ホ

ル

ト
・

ニ

ー

バ

ー

で
、

時

期
は

違

う
が、

二

入
を
ユ

ニ

オ

ン

神
学
校
に

招

聘
し

た
。

ハ

ー

レ

ム

の

黒
人
教

会
に

積
極

的
に

参
与
し

た

ボ
ン

ヘ

ッ

フ

ァ

ー

は
、

一

九

三

九
年
亡

命
の

た
め
ユ

ニ

オ
ン

神
学
校
を
再
訪
す
る

が
、

す
ぐ

に
ド
イ
ツ

に

帰
国
し、

ヒ

ッ

ト
ラ

ー

の

暗
殺
に

加

担
し
た
た
め、

処

刑
さ

れ
る

。マ

ハ

ト
マ

・

ガ

ン

デ
ィ

ー

に

お

け
る

宗
教
的

多
元
主

義
と

世
俗
主

義

外

川

昌

彦

　
イ

ン

ド
独
立
の

父

マ

ハ

ト

マ

・

ガ

ン

デ

ィ

ー

は
、

一

九
二

〇
年

代
初
の

ヒ

ラ

ー

フ

ァ

ト
運
動
に
お
い

て
、

宗
教
間
の

対
話
に

期
待
し
他
宗
教
と

の

相
互

理
解
と

寛
容
性
を

訴
え
て

い

た

が、

一

九
三

〇

年
の

塩
の

行

進
で

は
、

む

し
ろ

個
別
の

「

宗
教
」

に

は

依
拠
せ

ず
に、

し
か
し

極
め
て

宗
教

的
な

装
い

を

伴
っ

た

ナ
シ

ョ

ナ

リ

ズ

ム

運
動

を
組

織
し
た

。

本

報
告
で

は、

こ

の

よ

う
な
ガ

ン

デ

ィ

ー

の

宗
教
と

政

治
を
め

ぐ
る

認

識
の

変．
化
の

背
景
に

、

一

九
二

〇

年
代
を
通
し

て

顕
著
と

な
る

各
地
で

の

宗
派
暴
動
の

460（1294）
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